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植込型左室補助人工心臓患者における光電容積計測法を用いた血圧測定の有用性の検証
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1. 目的・方法

植込型左室補助人工心臓（LVAD）患者は脈圧が小さいと
いう特徴がある。家庭血圧計として主に使用されるカフ振
動法の血圧計は，動脈の脈動を捉えて測定する原理のため，
LVAD患者の血圧を正確に測定することは困難な場合があ
る 1)。今回，我々は脈圧の有無によらず非侵襲的に血圧測
定が可能な光電容積計測（PPG）法を用いた血圧測定を
LVAD患者において実施し，その有用性を検証した。
対象は，当院でLVAD装着手術を施行し，観血的動脈圧
測定を行った患者10名〔平均年齢57.4歳，男性が9名
（90％）〕とした。LVADの機種は，全員がHeartMate 3TMで
あった。PPG法を用いた血圧測定では，カフによって上肢
の圧迫を行う（図1）。上肢末端に装着したセンサーで検出
するPPG信号波形を解析し，収縮期血圧を同定した。さら
に，観血的動脈圧測定による収縮期血圧と，PPG法を用い
た血圧測定による収縮期血圧との一致性をブランド・アル
トマン分析によって検討した。

2. 結　果

LVAD患者10名の収縮期血圧の最小値・最大値は観血的
動脈圧測定において49.7～87.0 mmHg，PPG法において
62.2～85.5 mmHgであり，両測定法の差は0.2～12.5 mmHg

であった。ブランド・アルトマン分析により，両測定法の平
均差は1.3 mmHg，標準偏差は6.13 mmHg，95％限界範囲
（limit of agreement）は－13.31～10.71 mmHgであった。

3. まとめ・独創性

体肢圧迫を用いたPPG法による血圧測定は，脈圧に依存

しない測定原理に基づいた非観血的血圧測定法である。本
研究では，LVAD患者の観血的動脈圧測定で得られた収縮
期血圧と良好な一致性を示した。将来はLVAD患者の在宅
管理における血圧測定方法として期待される。
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図１　体肢圧迫を用いたPPG法のセットアップ


